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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤ、ケーブル、線束、光ファイバなどのような電気的又は光学的な線（２）を撚る
ための撚り装置（１）、特にケーブル撚り装置であって、
　ベース（５）と前記ベース（５）に対して回転されることができる撚りヘッド（３）と
を備えており、前記撚り対象の線（２）をその第１の端で掴むように構成されており、
　前記撚り装置（１）が、前記ベース（５）に対して回転されることができる第２の撚り
ヘッド（４）を備えており、これが前記第１の撚りヘッド（３）の反対側に配置され、前
記第１の端とは反対側の第２の端で前記撚り対象の線（２）を掴むように構成され、
　且つ、前記第１の撚りヘッド（３）が第２の撚りヘッド（４）とは反対の方向に回転す
ることができ、
　それぞれ一つの線移送グリッパ（６，７）が前記撚りヘッド（３，４）に割り当てられ
、前記線（２）のそれぞれの端を、それぞれの撚りヘッド（３，４）の間で前記撚り装置
（１）に連続的に引き込む、撚り装置。
【請求項２】
　各撚りヘッド（３、４）が別個の回転ドライブ（８、９）によって回転されることがで
きて、好ましくは、前記撚りヘッド（３、４）の前記回転ドライブ（８、９）がお互いに
同期していることを特徴とする、請求項１に記載の撚り装置。
【請求項３】
　前記撚りヘッド（３、４）がお互いに対する相互の間隔の変動のために変位可能であっ
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て、好ましくは、前記撚りヘッド（３、４）の少なくとも一つが、前記ベース（５）に対
して変位可能なキャリッジ（１５）の上に置かれていることを特徴とする、請求項１また
は２に記載の撚り装置。
【請求項４】
　前記撚り装置（１）が前記線（２）を掴むための線引き込みグリッパ（１０）を備えて
おり、且つ、前記撚りヘッド（３、４）の間の領域で、前記線（２）を前記撚りヘッド（
３、４）の間の領域に引くために前記線引き込みグリッパ（１０）がそれに沿って変位可
能なガイド（１１）が動くことを特徴とする、請求項１から３のいずれか一つに記載の撚
り装置。
【請求項５】
　前記撚り装置（１）の前記ベース（５）が少なくとも２つの部分（５ａ、５ｂ）を備え
ており、前記ベース（５）の第２の部分（５ｂ）が前記ベース（５）の第１の部分（５ａ
）に対して、前記ガイド（１１）に沿った前記線引き込みグリッパ（１０）の変位の方向
と実質的に平行な方向に変位可能であり、且つ、前記線引き込みグリッパ（１０）を有す
る前記ガイド（１１）が前記ベース（５）の第１の部分（５ａ）の上に置かれており、前
記撚りヘッド（３）の一つが前記ベース（５）の第２の部分（５ｂ）の上に置かれており
、前記ベース（５）の第１の部分（５ａ）に対する前記ベース（５）の第２の部分（５ｂ
）の位置決めのために、前記線引き込みグリッパ（１０）は、好ましくはアクティブイン
ターフェース（Ｙ）を介して前記ベース（５）の第２の部分（５ｂ）に結合されることが
でき、前記ガイド（１１）に沿った変位の間に、結合された前記線引き込みグリッパ（１
０）が前記ベース（５）の第２の部分（５ｂ）を前記ベース（５）の第１の部分（５ａ）
に対して駆動し且つそれを所望の位置に持ってくることを特徴とする、請求項４に記載の
撚り装置。
【請求項６】
　前記撚りヘッド（３、４）の各々が少なくとも２つのグリッパアーム（１３，１４）を
有しており、それらが開位置から前記線（２）を掴む閉位置まで移動されることができる
ことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一つに記載の撚り装置。
【請求項７】
　ベース（５）と前記ベース（５）に対して回転されることができる撚りヘッド（３）と
を備えており、前記線（２）をその第１の端で掴むように構成されている撚り装置（１）
で、ワイヤ、ケーブル、線束、光ファイバなどのような電気的又は光学的な線（２）を撚
る方法であって、
　前記撚り装置（１）が、前記ベース（５）に対して回転されることができる第２の撚り
ヘッド（４）を備えており、これが前記第１の撚りヘッド（３）の反対側に配置され、前
記第１の端とは反対側の第２の端で前記撚り対象の線（２）が第２の撚りヘッド（４）に
よって掴まれるように構成されており、
　且つ、前記２つの撚りヘッド（３、４）が相互に反対方向に回転することができ、
　撚り対象の前記線（２）は、前記撚りヘッド（３，４）の間で前記撚り装置（１）に連
続的に引き込まれる、ことを特徴とする、方法。
【請求項８】
　前記線（２）のそれぞれの端が線移送グリッパ（６，７）によって前記それぞれの撚り
ヘッド（３，４）まで移送され、好ましくは、撚り対象の前記線（２）が、それらが同時
に前記撚りヘッド（３，４）まで移送される前に前記線移送グリッパ（６，７）によって
保持されることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記撚りヘッド（３、４）のお互いからの間隔が前記撚りプロセスの間に、好ましくは
前記撚りヘッド（３、４）の回転の関数として低減されることを特徴とする、請求項７ま
たは８のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１０】
　前記撚りヘッド（３、４）がお互いに同期して駆動され、及び／又は、前記撚りヘッド
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（３、４）の回転速度が前記撚りプロセスの第１の期間の間に連続的に増加されることを
特徴とする、請求項７から９のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１１】
　前記撚りヘッド（３、４）の回転速度が前記撚りプロセスの第２の期間の間に連続的に
減少されることを特徴とする、請求項７から１０のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１２】
　前記撚りプロセスの終わりに、前記撚りヘッド（３、４）の回転の方向が逆転されるこ
とを特徴とする、請求項７から１１のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１３】
　前記撚り装置（１）が前記線（２）を掴むための線引き込みグリッパ（１０）を備えて
おり、且つ、前記撚りヘッド（３、４）の間の領域で、前記線（２）を前記撚りヘッド（
３、４）の間の領域に引くために前記線引き込みグリッパ（１０）がそれに沿って変位可
能なガイド（１１）が動き、且つ、前記撚り装置（１）の前記ベース（５）が少なくとも
２つの部分（５ａ、５ｂ）を備えており、前記ベース（５）の第２の部分（５ｂ）が前記
ベース（５）の第１の部分（５ａ）に対して、前記ガイド（１１）に沿った前記線引き込
みグリッパ（１０）の変位の方向と実質的に平行な方向に変位可能であり、且つ、前記線
引き込みグリッパ（１０）を有する前記ガイド（１１）が前記ベース（５）の第１の部分
（５ａ）の上に置かれており、前記撚りヘッド（３）の一つが前記ベース（５）の第２の
部分（５ｂ）の上に置かれており、前記ベース（５）の第１の部分（５ａ）に対する前記
ベース（５）の第２の部分（５ｂ）の位置決めのために、前記線引き込みグリッパ（１０
）は、好ましくはアクティブインターフェース（Ｙ）を介して前記ベース（５）の第２の
部分（５ｂ）に結合されることができ、前記ガイド（１１）に沿った変位の間に結合され
た前記線引き込みグリッパ（１０）が前記ベース（５）の第２の部分（５ｂ）を前記ベー
ス（５）の第１の部分（５ａ）に対して駆動し且つそれを所望の位置に持ってくることを
特徴とする、請求項７から１２のいずれか一つに記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤ、ケーブル、線束、光ファイバなどのような電気的又は光学的な線を
撚るための撚り装置及び方法に関しており、これはベースとそのベースに対して回転され
ることができる第１の撚りヘッドとを備えており、撚り対象の線をそれらの第１の端で掴
むように構成されている。
【背景技術】
【０００２】
　撚り線は、他の線に対する又は他の線からの干渉の影響をできるだけ低減するために、
例えば自動車、飛行機などで使用される。撚り線は、規格に適合しなければならない。そ
れらは、全長に渡って規定された一様の編み長さを有していなければならず、絶縁がダメ
ージを受けてはならない。例えば、自動車における撚り線の平均長は、約４メートルであ
る。
【０００３】
　撚り装置は、以下の特許文献１－５からもまた知られている。
【０００４】
　最初にホルダ内で線端に平行にクランプされた線は、既知の従来技術にしたがって、線
の一端で駆動される撚りヘッドによって長手軸の周囲に回転され、反対側の線端はホルダ
内で静止状態にクランプされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第６，２８９，９４４号明細書



(4) JP 6109841 B2 2017.4.5

10

20

30

40

50

【特許文献２】欧州特許出願公開第１０３２０９５号明細書
【特許文献３】独国特許発明第１０１０７６７０号明細書
【特許文献４】欧州特許第０８８９４８６号明細書
【特許文献５】独国特許発明第００００１９６３１７７０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　既知の従来技術から生じる問題点は、特に、実際の撚りプロセスが、プロセスの時間的
な最適化を阻害するという点に見ることができる。撚りヘッドの回転速度は、プロセスの
安全性及び線の保護の観点から制約される。
【０００７】
　この問題点を無くし、それによって実際の撚りプロセスの期間が実質的に短縮されるこ
とができる方法とともに撚りプロセスを提供することが、本発明の目的である。同時に、
線は最適に保護されるべきである、したがって、撚りプロセスは、線を保護する方法で行
われるべきである。線の絶縁及び銅製ストランドは、ダメージを受けてはいけない。信頼
性があり且つプロセスシーケンスのプログラムミングが容易であることが確実にされるべ
きである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は、最初に言及したタイプの撚り装置によって達成され、このとき、この撚り
装置は、ベースに対して回転されることができる第２の撚りヘッドを備えており、これが
第１の撚りヘッドの反対側に配置され、第１の端とは反対側の第２の端で撚り対象の線を
掴むように構成されており、且つ、第２の撚りヘッドが第１の撚りヘッドとは反対の方向
に回転することができる。
【０００９】
　両方の線端で逆向きに回転する撚りヘッドを使用することによって、撚り時間はおよそ
半分になる。この場合、撚り対象の線はまた、一端側に撚りドライブを有する撚り装置に
よるように、プロセス中に優しい方法で取り扱われる。撚りヘッドは、およそ撚り対象の
線の長さだけ、お互いから離れている。この間隔は、一方では異なるケーブル長に適合可
能にするために、且つ他方では撚りプロセスの間に撚り対象の線に所定の引っ張り応力を
印加するために、好ましくは可変である。撚りヘッドは、この場合には、回転軸と実質的
に同じ軸を有するような方法で、ベース上に搭載されている。応力が掛かった線の場合に
は、この軸はほぼ線の長手軸に一致する。共通のベースは、フレーム、テーブル、サスペ
ンション、ソケット、搭載プラットフォーム、レールなどであることができる。
【００１０】
　線は、逆向きに駆動された撚りヘッドによって両方の線端でその長手軸の周囲で回転運
動され、このようにしてお互いに対して全撚り長さに渡って撚られる。撚りヘッドにクラ
ンプされた線端は、撚られない。撚りヘッドは、好ましくはそれら自身のドライブを有し
ている。
【００１１】
　長手軸の周囲での撚りヘッド、及びしたがって線の加速は、最初はゆっくりと行われ、
個別の線が全長に渡ってお互いに一様なループを形成することができ、一致して安定化さ
れる。撚りプロセスはそれから、最終の回転速度まで加速され、このときには線は、長手
方向に所望の引っ張り力で応力を掛けられた状態で保持される。
【００１２】
　撚りは、調整可能なプログラムによって達成される。最初は、前もって選択可能な回転
数が一方向に撚られて、それから、すでに撚られた線が外的に作用する応力を有さないよ
うに逆向きの回転方向に特に巻き戻される。これは、湾曲なしに表面上に平坦に伸ばされ
たもはやクランプされていない撚り線が、それ自身の軸の周囲で回らないか又はループを
形成しない場合である。
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【００１３】
　従来技術による撚り装置は、一つの線端のみに撚りドライブを有しており、第２の線端
には非回転の線ホルダを有している。したがって、同じ回転数に対して、撚りプロセスは
、本発明に従って２つの逆向きに駆動される撚りヘッドを有する場合よりも、１つの撚り
ヘッドでは２倍長く継続する（要件：同じ加速勾配及び最大回転速度）。線は、本発明に
よれば等しく優しく取り扱われる。したがって、片側のみに撚りドライブを有する撚り装
置に比べて、同じ優しい撚りプロセスに対して、撚り時間はおよそ半分になる。
【００１４】
　好適な実施形態では、それぞれ一つの線移送グリッパが撚りヘッドに割り当てられ、線
のそれぞれの端をそれぞれの撚りヘッドに移送する。この結果、撚り対象の線は、撚りヘ
ッドの間の領域に連続的に引き込まれることができる。すでに引き込まれた一本の線が線
移送グリッパによって保持されている間に、さらなる線が引き込まれ、これがそれからま
た線移送グリッパによって受けとめられる。撚り対象の線は、それから同時に撚りヘッド
まで移送される。線の連続引き込みは、線を引き込むための運搬手段が２台又は複数であ
るように設計される必要がないという利点を有している。
【００１５】
　好適な実施形態では、各撚りヘッドが別個の回転ドライブによって回転される。この結
果として、各撚りヘッドは、それ自身の加速勾配で動作されることができる。
【００１６】
　好適な実施形態では、撚りヘッドの回転ドライブがお互いに同期されている。逆向きの
回転で同じ回転速度を有することで、撚り時間が最大まで低減されることができ、すなわ
ち半分にされることができる。
【００１７】
　好適な実施形態では、撚りヘッドは、お互いに対する相互の間隔の変動のために変位可
能である。この変位可能性の目的のために、撚りヘッドは、それら自身の変位ドライブを
有している。その結果、一方では、線は撚りの間に応力が掛かった状態で連続して保持さ
れることができ、他方では、撚りヘッドが異なる長さに適合されることができる。
【００１８】
　好ましくは、撚りヘッドの少なくとも一つが、ベースに対して変位可能なキャリッジの
上に置かれている。これは、長手方向における撚りヘッドの相互間隔の可変に対して、特
に単純で且つ信頼性のある可能性を構成する。
【００１９】
　好適な実施形態では、撚り装置が線を掴むための線引き込みグリッパを備えており、且
つ、撚りヘッドの間の領域で、線を撚りヘッドの間の領域で引くために線引き込みグリッ
パがそれに沿って変位可能なガイドが動く。これは、撚り装置における長手方向の延長に
沿って線を運ぶための、単純で、空間を節約し、且つ信頼性のある方法を構成する。
【００２０】
　好適な実施形態では、撚り装置のベースが少なくとも２つの部分を備えており、ベース
の第２の部分がベースの第１の部分に対して、ガイドに沿った線引き込みグリッパの変位
の方向と実質的に平行な方向に変位可能であり、且つ、線引き込みグリッパを有するガイ
ドがベースの第１の部分の上に置かれており、撚りヘッドの一つがベースの第２の部分の
上に置かれており、ベースの第１の部分に対するベースの第２の部分の位置決めのために
、線引き込みグリッパは、好ましくはアクティブインターフェースを介して（これは、そ
うでなければ線引き込みグリッパを開位置及び／又は閉位置に持ってくる）ベースの第２
の部分に結合されることができ、ガイドに沿った変位の間に、結合された線引き込みグリ
ッパがベースの第２の部分をベースの第１の部分に対して駆動し且つそれを所望の位置に
持ってくる。
【００２１】
　この手段によって、撚りヘッドの間又は線移送グリッパの間の間隔は、例えば、処理さ
れるべき線の長さに対して撚り装置を適合するために、単純な方法で可変されることがで
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きる。撚りヘッドの一つは、これより、線引き込みグリッパによってプログラム可能な方
法でその所望の位置に変位される。完全な位置決め軸は、この結合関数の結果としてセー
ブされることができる。位置決めは線引き込みグリッパによって行われ、その制御は、す
でに任意の場合に提供されている。
【００２２】
　アクティブインターフェースは、線引き込みグリッパと操作可能に通信するように、且
つ、線引き込みグリッパがアクティブインターフェースのアクティブ領域に位置するとき
にこれを閉位置又は開位置に持ってくるように、構成される。したがって、線引き込みグ
リッパは、好ましくは、この同じアクティブインターフェースを介して、同じく線引き込
みグリッパを開く（又は閉じる）ために使われるベースの変位可能な部分に結合される。
【００２３】
　この目的のために、アクティブインターフェースは、線引き込みグリッパを開く（又は
閉じる）ためにグリッパ開器又は閉器を備えている。
【００２４】
　好適な実施形態では、撚りヘッドは各々少なくとも２つのグリッパアームを有しており
、それらが開位置から線を掴む閉位置まで移動されることができる。グリッパアームの使
用は、特に有益であることが示されている。したがって、各撚りヘッドはまた、グリッパ
を開く又は閉じるためにグリッパドライブを有することもできる。
【００２５】
　前述の目的は、ベースとそのベースに対して回転されることができる撚りヘッドとを備
えており、撚り対象の線をその第１の端で掴むように構成されている撚り装置で、ワイヤ
、ケーブル、線束、光ファイバなどのような電気的又は光学的な線を撚る方法によっても
また達成される。撚り装置は、ベースに対して回転されることができる第２の撚りヘッド
を備えており、これが第１の撚りヘッドの反対側に配置され、撚り対象の線が第１の端と
は反対側の第２の端で第２の撚りヘッドによって掴まれ、且つ、２つの撚りヘッドは相互
に反対方向に回転されることができる、ということを特徴とする。
【００２６】
　好適な実施形態では、撚り対象の線が撚りヘッドの間で撚り装置に連続的に引き込まれ
る。連続的な引き込みの結果として、運搬装置は一つの設計で提供されることのみが必要
とされ、製造コストが低減されることができるという結果となる。
【００２７】
　好適な実施形態では、線のそれぞれの端が線移送グリッパによってそれぞれの撚りヘッ
ドまで移送される。
【００２８】
　好適な実施形態では、撚り対象の線が、それらが同時に撚りヘッドまで移送される前に
線移送グリッパによって保持される。これは、線移送グリッパが２つの機能、全ての線が
引き込まれるまで一時的に線を保持すること、及び線を撚りヘッドまで移送することを実
行するので、特にプロセスを最適化する手順を可能にする。
【００２９】
　好適な実施形態では、撚りヘッドのお互いからの間隔が撚りプロセスの間に、好ましく
は、撚りヘッドの回転速度又は回転数、及び結果として得られる撚り線対の撚り具合の関
数として、低減される。
【００３０】
　好適な実施形態では、撚りヘッドはお互いに同期して駆動される。
【００３１】
　好適な実施形態では、撚りヘッドの回転速度が撚りプロセスの第１の期間の間に連続的
に増加される。この結果として、線の慣性を考慮したより優しい撚りプロセスが提供され
る。
【００３２】
　好適な実施形態では、撚りヘッドの回転速度が撚りプロセスの第２の期間の間に連続的
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に減少される。これもまた、線に対して優しい取り扱いを提供する。
【００３３】
　好適な実施形態では、機械的な歪なしに撚り線対又は線束を得るために、撚りプロセス
の終わりに撚りヘッドの回転の方向が逆転される。
【００３４】
　好適な実施形態では、撚り装置が線を掴むための線引き込みグリッパを備えており、且
つ、撚りヘッドの間の領域で、線を撚りヘッドの間の領域に引くために線引き込みグリッ
パがそれに沿って変位可能なガイドが動き、且つ、撚り装置のベースが少なくとも２つの
部分を備えており、ベースの第２の部分がベースの第１の部分に対して、ガイドに沿った
線引き込みグリッパの変位の方向と実質的に平行な方向に変位可能であり、且つ、線引き
込みグリッパを有するガイドがベースの第１の部分の上に置かれており、撚りヘッドの一
つがベースの第２の部分の上に置かれており、ベースの第１の部分に対するベースの第２
の部分の位置決めのために、線引き込みグリッパは、好ましくはアクティブインターフェ
ースを介してベースの第２の部分に結合され、結合された線引き込みグリッパがガイドに
沿って変位されて、ベースの第２の部分がベースの第１の部分に対して線引き込みグリッ
パによって駆動され且つ所望の位置に持ってこられる。線引き込みグリッパは、好ましく
は同じアクティブインターフェースを介してベースの変位可能部分にも結合され、これも
また線引き込みグリッパを開くために使用される。
【００３５】
　本発明の効果的な更なる展開が、図面及び添付の特許請求項に提示される。
【００３６】
　本発明の更なる効果、特徴、及び詳細は以下の記載から得られるが、そこでは、本発明
の例示的な実施形態が図面を参照して説明される。この場合、特許請求項及び明細書で言
及された特徴は、各々の場合に、それら自身によって個別に又は組み合わせとして、本発
明によって本質的であることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
　参照リストは本開示の一部である。図面は、結合的に且つ重複した方法で記述されてい
る。同じ参照番号が同じ構成要素に付けられ、異なる指数を有する参照番号は、機能的に
同じか又は類似した構成要素を示す。
【００３８】
　図面において、
【図１】本発明に従った撚り装置の実施形態を示す図である。
【図２】その機能を強調した視点で撚り装置を模式的に示す図である。
【図３】撚り装置の実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　図１は、本発明に従った撚り装置１を示しており、これはベースフレームの形態のベー
ス５を備えている。第1の撚りヘッド３及び第２の撚りヘッド４は、このベース５の上に
、お互いから離れて且つお互いに対向して配置されている。撚り対象の線２は、撚りヘッ
ド３、４の間にクランプされている。
【００４０】
　ベース５は好ましくは、第1の静止部分５ａ、例えばフレームに固定的に搭載された構
造（図１の左側）、及び長手方向に変位可能な第２の部分５ｂ、例えばワゴン又はキャリ
ッジを備えており、後者は、これによってアクティブインターフェースの間の距離が可変
できることを意味しており、且つ、撚り対象の線長によって位置決め又は固定される。移
動の方向は、図１に二重矢印で示されている。ベース５の変位可能部分５ｂはベース５の
静止部分５ａに固定されることができ、すなわち、所望の位置にロックされることができ
る。
【００４１】
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　線２は、矢印Ｆの方向に撚り装置１に引き込まれる。これは、直線レールの形態のガイ
ド１１に沿って変位可能な線引き込みグリッパ１０によって達成される。線２の引き込み
の間に、線引き込みグリッパ１０は左から右に動く。線２の第１の端が第１の撚りヘッド
３の領域に到着すると、線移送グリッパ６が線２の第１の端を受け取り、それを第１の撚
りヘッド３に移送する。これは、好ましくは連続的に引き込まれた線を、その第１の端で
掴み、撚りプロセスの間にそれらを固定状態に保持する。
【００４２】
　線２の第１の端とは反対側の第２の端は、第２の撚りヘッド４の領域に設けられた線移
送グリッパ７によって同様の方法で掴まれ、第２の撚りヘッド４に移送される。
【００４３】
　各撚りヘッド３、４は、それ自身の回転ドライブ８、９を有しており、これは、それぞ
れの撚りヘッドが回転されることを意味する。
【００４４】
　好ましくは、撚りヘッドの一つ、図１では（右の）撚りヘッド３は、長手方向に（すな
わち撚りヘッドの回転軸に平行に）ベース５に対して変位可能なキャリッジ１５の上に置
かれている。図１の例示的な実施形態では、キャリッジ１５は、ベース５の変位可能な第
２の部分５ｂに搭載され、これに対して長手方向に変位可能である。撚りプロセスの間、
撚りヘッド３は、連続的に撚り線の長さの減少に追従することができる。可変の線長に対
する撚りヘッドのこの適応は、それ自身の変位可能なドライブによって達成される。
【００４５】
　図２は、本発明の機能を強調した模式図として、２つの撚りヘッド３、４を有する撚り
装置１を示しており、２本の線２がクランプされている。撚りヘッド３、４はベースの上
に、実質的に同じ回転軸１２の周囲で回転するような方法で搭載されている。
【００４６】
　示されている実施形態では、各撚りヘッド３、４は２つのグリッパアーム１３、１４を
備えており、これらは、線端を受け取る開位置から線端を固定する閉位置まで動かされる
ことができる。グリッパアーム１３、１４の閉じる動作は、グリッパアーム１３、１４の
領域に描かれた矢印によって示されている。
【００４７】
　第１及び第２の線端が対向した撚りヘッド３、４に固定されると、撚りプロセスが始ま
る。この場合、両撚りヘッド３、４は逆方向に回転される。逆方向の回転は、図２の左及
び右の余白領域に描かれた方向矢印によって示されている。撚りプロセスの期間は、逆回
転撚りヘッド３、４の結果として半分まで低減されることができる。
【００４８】
　本発明に従った撚り装置の可能な機能シーケンスが、以下に詳細に説明される。
【００４９】
　基本装置（Schleuniger社のCrimpCenterと呼ばれる）が最初に線２を線フィード装置に
運ぶ（図１の左に示された矢印Fによって示されている）。この線２は、好ましくは、例
えばクリンプすることによって、その第１の右手の端で既にコンタクトにフィットしてい
る。
【００５０】
　線引き込みグリッパ１０が、（グリッパ閉器を有する線引き込みグリッパ１０を閉じた
グリップ位置にもたらすアクティブインターフェースＺの領域で）先頭の第１の線端を掴
み、基本装置の線フィード装置と同期して線２をアクティブインターフェースＹまで運び
（単に矢印Ｆによって示されている）、これは、線引き込みグリッパ１０を開くためのグ
リッパ開器を備えている。ここで、線移送グリッパＸは第１の線端を受け取り、線引き込
みグリッパ１０は、次の線２を受け取るために戻って開く。
【００５１】
　末端の第２の線端もまた今度はコンタクトに、例えばクリンプされることによってフィ
ットし、それから付加的な取扱い装置の助けを借りて第２の線移送グリッパ７まで運ばれ
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る。この移送の途中で、線移送グリッパＸは第１の線の先頭端をアクティブインターフェ
ースＹから右に線移送グリッパ６まで動かす。撚り装置１の第１及び第２の側の線移送の
動きは、それぞれの線２が緩みなくピンと張った状態を維持するような方法で、お互いに
マッチされる。
【００５２】
　線移送グリッパ６、７は、予備的にこの第１の線２をその端で保持する。その一方、基
本装置の線交換機では、次の線への交換が行われる。これが今度は、線フィード装置によ
って（矢印Ｆ）撚り装置１の方向に運ばれる。先頭の線端にはコンタクトが与えられる。
この第２の線が今度は、第１の線と同様に（上述のように）線引き込みグリッパ１０によ
って撚り装置１に引き込まれ、そこでまた、線移送グリッパ６、７に移送される。
【００５３】
　これで２本の線２が、撚りヘッド３、４への移送のために線移送グリッパ６、７にすで
に置かれている。
【００５４】
　撚りヘッド３、４のクランプはさみへの２本の線２の移送の後に、実際の撚りプロセス
が始まる。両撚りヘッド３、４はプログラムされた方法で逆向きに回転され、最終の回転
速度及び前もってプログラムされた回転数に達するまで加速される。それから、それらは
遅れ勾配を持って駆動される。撚りプロセスの終了時には、両撚りヘッド３、４の回転方
向が逆転される。すなわち、撚られた線対が外向きに作用する応力を有さないように、そ
れらは各々、前もってプログラムされた方法で逆向きに巻き戻される。
【００５５】
　撚りプロセスの間、線２は軸方向の所定の引っ張り力にさらされて、所望の撚り結果が
達成される一方で、線２はダメージを受けない。それから、グリッパアーム１３、１４又
は撚りヘッド３、４のクリンプはさみが開いて、撚りが完成した線対は回収トレイ（明瞭
化のために示されていない）に落下する。
【００５６】
　図３は、図１に比べて単純化された模式図であり、ここでも、撚り装置１のベース５が
少なくとも２つの部分５ａ、５ｂを備える本発明の実施形態を示している。ベース５の第
２の部分５ｂは、線引き込みグリッパ１０がガイド１１に沿って移動する方向に実質的に
平行な方向に沿って、ベース５の第１の部分５ａに対して変位可能である。線引き込みグ
リッパ１０を有するガイド１１はベース５の第１の部分５ａに置かれており、撚りヘッド
の一つ３（図３の右側のもの）がベース５の第２の部分５ｂに置かれている。
【００５７】
　ベース５の第２の部分５ｂをベース５の第１の部分５ａに対して位置決めする目的で撚
りプロセスの開始時に撚り装置を線長に合わせるために、線引き込みグリッパ１０は、ベ
ース５の第２の部分５ｂに結合されている。これは好ましくは、アクティブインターフェ
ースＹによって達成され、そこに線引き込みグリッパ１０が動かされて、アクティブイン
ターフェースＹは線引き込みグリッパ１０を、例えば掴み動作によって固定することがで
きる。結合された線引き込みグリッパ１０が今度はガイド１１に沿って動かされて、ベー
ス５の第２の部分５ｂを一緒に動かす。第２の部分５ａは、今度はベース５の第１の部分
５ａに対して駆動されて、所望の位置に持っていかれる。線引き込みグリッパ１０が今度
は、再び離脱される。ブレーキ１６が、ベースの第２の部分５ｂを所望の位置でロックす
るために設けられる。
【００５８】
　言い換えると、機械を所望の線長に設定するために、変位可能な部分５ｂは、あらため
て位置決めされなければならない。このために、線引き込みグリッパ１０は最初に、線な
しでアクティブインターフェースＹまで移動する。結合がこの位置で生じる。変位可能な
部分５ｂのブレーキ１６がそれから開放される。線引き込みグリッパ１０の第２の部分５
ｂへの（間接的な）結合が、今度はこれが、線引き込みグリッパ１０の直線軸の助けで新
しい位置に変位されることを可能にする。そこで、第２の部分５ｂのブレーキ１６が再び



(10) JP 6109841 B2 2017.4.5

10

20

かけられて、線引き込みグリッパ１０が離脱される。線引き込みグリッパ１０を有する撚
り装置１は、これで新しい撚り対象の線を引き込む準備ができている。
【００５９】
　図３の例では、ベースの第２の部分５ｂはベースの第１の部分５ａに直接的に搭載され
ている。あるいはまた、ベースの第２の部分５ｂはガイド１１に搭載されることもできて
、ガイド１１に沿って変位されてロックされることもできる。したがって、「ベースの第
１及び第２の部分」という表現は、より広い意味で理解されるべきである。
【００６０】
　図３からみられるように、少なくとも一つのアクティブインターフェースＺは、線引き
込みグリッパ１０を閉位置（又は開位置）に移動させるために、好ましくはピストンユニ
ット１７、好ましくは空気シリンダを備えており、シリンダピストンユニット１７への供
給圧力はコントローラ１８によって可変に調整可能である。
【００６１】
　全て２０１２年９月１１日付けで国際事務局（ＩＢ）に提出された以下の出願の開示、
S124PWO、S125PWO、S126PWO、S127PWO（出願人の内部ファイル参照番号）は、本願の一体
的な構成要素を形成し、これと組み合わせて考慮されるべきである。なぜなら、これらの
別個の出願は各々、同じ機械の異なる局面に関しているからである。更なるシナジー効果
が、これから得られる結果となる。
【符号の説明】
【００６２】
　１　撚り装置、２　線、　３　第1の撚りヘッド、４　第２の撚りヘッド、５　ベース
、５ａ　ベース５の第１の部分、５ｂ　ベース５の第２の部分、６　第１の線移送グリッ
パ、７　第２の線移送グリッパ、８　第１の撚りヘッド３のための回転ドライブ、９　第
２の撚りヘッド４のための回転ドライブ、１０　線引き込みグリッパ、１１　線引き込み
グリッパ１０のためのガイド、１２　撚りヘッドの回転軸、１３　第１の撚りヘッド３の
グリッパアーム、１４　第２の撚りヘッド４のグリッパアーム、１５　キャリッジ、１６
　ブレーキ、Ｘ　線移送グリッパ、Ｙ　グリッパ開器を有するアクティブインターフェー
ス、Ｚ　グリッパ閉器を有するアクティブインターフェース。
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